第１１章　運輸、通信
道路概況
　大阪府下における昭和54年4月１日現在の道路法の適用される国道以下各道路の実延長は1万6,178キロメートルで、前年より198キロメートル増加した。これを規格改良、未改良別にみると、改良済延長は9,054 キロメートルで前年より327キロメートル増加し、実延長に占める割合は56.0パーセントと前年(54.6パーセント)より1.4ポイント増加した。一方、未改良延長は7,124キロメートルで前年より130キロメートル減少となった。さらに路面別の内訳をみると舗装道は1万2,482キロメートルとなり、舗装率は77.2パーセントで前年(75.2パーセント)を2.0ポイント上回った。一方、未舗装道は、3,696キロメートルで前年より265キロメートル減少した。
自動車
　府下における自動車交通量をみると、昭和55年における大阪市内の主要交差点における1分間の平均交通量は、57.1台で市域外では47.5台となった。これを交差点別に昼間(7時から19時)12時間値でみると、1分間に100台をこえる交差点は梅田新道(128.2台)､西本町(113.3台)、大和田西(110.0台)、枚方市中振(105.0台)、堺市安井町(104.1台)の５交差点となった。一方、交通停滞の発生状況を54年の結果でみると、交通停滞は47,062回発生し、前年(38,569回)を8,493回上回り、前年に引き続き大幅な増加となった。これを月別にみると、すべての月で前年の停滞回数を上回っており、なかでも最も増加率の高い月は５月で39.5パーセントの増加となり、最も低い月は12月で9.8パーセントの増加となった。又、4,000回をこえる停滞は前年は12月だけであったが、54年は６月、７月と９月から12月までの各月で4,000回をこえた。
鉄軌道
　大阪府下における国鉄各線の54年度の乗車人員は東海道本線をはじめ、他の全線にわたって前年を下回った。又、主要駅でみると、大阪駅、天王寺駅、京橋駅、鶴橋駅、高槻駅、新大阪駅などは前年に引き続いてすべて減少となった。一方、私鉄各線の乗車人員は、北大阪では阪急梅田駅は前年を若干下回ったが、阪神梅田駅は上回った。又、南大阪では近鉄阿部野橋駅が増加となったが鶴橋駅は減少となった。又、南海難波駅では若干の減少、京阪淀屋橋駅では増加となった。
海上・航空輸送
　昭和54年の海上出入貨物数量は、輸移出入総量で１億6,304万トンで前年に比べ825万トン(5.3パーセント)の増加となった。このうち、輸移出貨物は5,388万トンで前年に比べ2.4パーセント、輸移入貨物は1億916万トンで前年に比べ6.8パーセントの増加となった。
　これを港別にみると、大阪港が総量で8,335万トンで5.3パーセント、堺泉北港は6,760万トンで5.8パーセントとそれぞれ増加となった。取扱品目でみると、輸移出品目では、金属機械工業品、化学工業品で全体の85.9パーセント、輸移入品目では、鉱産品、金属機械工業品、化学工業品で全体の91.1パーセントを占めており、この割合は前年に比べ輸移出品目で0.3ポイント減少し、輸移入品目では逆に0.3ポイントの増加となった。次に大阪国際空港における旅客、貨物数をみると、旅客数は1,684万人で前年に比べ10.5パーセント増と前年の伸び(9.9パーセント増)を若干上回った。又、貨物数は17万8,432トンで前年に比べ16.4パーセント増と前年(21.4パーセント増)に引き続き大幅な伸びとなった。国内線、国際線とも旅客及び貨物数が増加したが、旅客総数では国内線が8.8パーセント増に比べ国際線が21.0パーセント増と伸びが高い。又、貨物総数では国内線が13.9パーセント増に対し、国際線が20.1パーセント増となった。
通信
　昭和53年度末における府下全域の加入電話数は304万２千台で前年度に比べ3.0パーセント増と前年と同じ伸びとなった。これを事務用と住宅用にわけてみると、事務用は107万３千台で前年度に比べ2.2パーセント増と前年(1.5パーセント増)の伸びを上回った。住宅用は196万9千台で前年度に比べ3.4パーセント増と前年(3.9パーセント増)の伸びを下回り年々鈍化傾向を示している。この結果、1.3世帯に１台の割合となり、前年(1.4世帯)より0.1世帯の減少となった。
　次に、昭和54年度における府下各郵便局の引受国内郵便物数の状況をみると通常総数で、12億7,018万通となり、前年度に比べ6.3パーセント増加し、前年(4.3パーセント増)の伸びを2.0ポイント上回った。このうち封書などを中心とする第１種郵便が48.4パーセントと約半数を占めている。又、外国郵便物数は通常総数で1,248万通となり前年度に比べ3.8パーセントの増加となり、前年(1.3パーセント減)の減少から増加に転じた。
